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殊に面内の二つの部分格子点での局所的対称性が異る(以下これ をC2 系と呼ぶ )ため
に低温域で面内のスタガー ド帯磁率が直接観測し得る1.)図 1はこの塩の帯磁率であるが
転移点 T.(- 15･5k)に向っての発散的振舞いは正にこの xs によるものであるoT.近
傍での鈍化は面間の弱い反強磁性的相互作用による発散抑止効果である2.)実際J,/Jの大
きいCu(HCOO)2･4H20(以下CuF4H)の xs の発散特性はCuFUHに比して弱く























あるo更に,かように比較的高いTo故 にTo以下 には約 30% 余 りのエントロピーが
残されているにもかかわらず比熱に異常がないことも極めて特徴的である｡この事は以


















参 老 文 献
(1)松浦,網化 永田 :日本物理学会誌31巻 12号 (1976)975.
(2)松浦,山本･山川,長谷田,網代 :Physica86-88B(1977)680.
-AIO-
